
［成果情報名］「べにふうき」緑茶連続飲用による血圧上昇抑制 

［要約］血圧が高めの被験者が「べにふうき」緑茶を８週間連続飲用すると、試験開始時に比べ有意

に収縮期血圧が低下する。 
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［背景・ねらい］ 

 茶葉中カテキン、特にエピガロカテキンガレート（EGCG）は血圧上昇に関わるアンジオテンシ

ン I 変換酵素活性の阻害作用を持つことが知られている。そこで、EGCG と構造が類似したメチル

化カテキン（EGCG3”Me）を多く含有する「べにふうき」緑茶の新たな機能性を見出すため、血圧

が高めの被験者に飲用させるヒト介入試験を行い、その作用機序を解明する。 

［成果の内容・特徴］ 

１．血圧が少し高めの正常高値血圧（収縮期血圧 130～139mmHg または拡張期血圧 85～89mmHg）

および軽症高血圧（収縮期血圧 140～159mmHg または拡張期血圧 90～99mmHg）の成人男性

10 人に「べにふうき」緑茶（EGCG3”Me 34mg、EGCG 126mg 含有）ティーバッグを熱湯で抽

出し、１日２回ずつ飲用してもらうオープン試験では、飲用４週間後から血圧が低下し、８週

間後では収縮期で有意な低下（平均 8.65mmHg）が認められる（図１）。 

２．軽症高血圧の成人男性 20 人を無作為に 2 群に分け、「べにふうき」緑茶（EGCG3”Me 25mg、

EGCG 122mg 含有）、「やぶきた」緑茶（EGCG 151mg 含有）カプセルを１日２回ずつ摂取して

もらう群間比較二重盲検試験では、「べにふうき」群では、摂取８週間後ではスタート時に比

べ、収縮期で平均 6.2mmHg、拡張期で平均 3.2mmHg 低下し、「やぶきた」群との差が認めら

れる（図２）。 

３．EGCG3”Me および EGCG は、アンジオテンシン II を生成して血圧上昇の原因となるアンジオ

テンシン I 変換酵素（ACE）活性を抑制する。その強さは EGCG3”Me＞EGCG であり、0.1mM

以上で両者間で有意差がある（図３）。 

４．EGCG3”Me および EGCG は、本態性高血圧を抑制すると考えられる平滑筋収縮に関わるミオ

シン軽鎖(MLC)リン酸化（in vitro 試験）を抑制し、その強さは EGCG＞EGCG3”Me である。

動物が肝臓で EGCG から代謝物として生成する EGCG4”Me には MLC リン酸化抑制活性は認

められない（図４）。 

［成果の活用面・留意点］ 

１． MLC リン酸化では、上記のカテキンの他、弱いながらエピカテキンガレート（ECG）も抑制

効果を示す。 



［具体的データ］ 
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図３ アンジオテンシン I 転換酵素（ACE）活性に及

ぼすカテキンの影響 
●：EGCG3”Me、□：EGCG、値は平均値(n=3)±SD
で表す。統計処理は、 Dunnett’s test。  *:EGCG と有

意差あり (P<0.05)。  

図４ リン酸化ミオシン軽鎖レベルに及ぼす茶葉中カテキ

ンの影響 

KU812 細胞に各成分 50µM 添加後、カルシウムイオノフ

ォア A23187 5µM で刺激後の状態をウエスタンブロッ

トで検出。EGCG4”Me;エピガロカテキン-3-O-（4-O-メ
チル）ガレート。β-Actin はハウスキーピング遺伝子と

して正常発現のコントロールとした。 
 

図１ 血圧に与える「べにふうき」緑茶連続

飲用の影響（オープン試験）  
●：収縮期血圧、●：拡張期血圧、値はそれぞれ

週のスコアの平均値±SD で表す。統計処理は

Student t-test。*:スタート時と有意差あり（P<0.05） 

図２ 血圧に与える「べにふうき」緑茶連続摂取の

影響（群間比較二重盲検試験） 
●：べにふうき緑茶、□：やぶきた緑茶、上側（赤）

が収縮期血圧、下側（青）が拡張期血圧を示す。統計

処理は Student t-test。#:やぶきた群に対する差あり

（P<0.1） 
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